





は約 175 万人である。面積は日本の半分程度で、国家 GDPは 150 億ドルである。１人当たり GDPは
去年１千ドルを超えたところだ。
　ここ 15年間の経済成長は著しく、平均して 7.8％、つまりこの期間でGDPが約４倍になった事になる。


























• 国家GDP: 約15 billion USD 
• 一人当たりGDP：1,036 USD (2013) 
• 輸出：6,530 million USD 









　こちらは月額の世帯収入の推移を表している。これを見ると 2008 年は 50 ドル未満が多く、1,000 ド
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けるが、往復で 100 ドル～ 150 ドルもかかる。いま、プノンペン－ホーチミン間のメコン川に日
本の無償援助で橋が建築中で、来年５月あたりに完成する予定だが、それができるともっと速く
なるだろう。いまはフェリーで渡っているので、それができると 30 分から１時間は短縮できると
思う。
　２点目の質問についてだが、イオンではクレジットカードは使える。イオンにはいろいろな店
があるが、多くの店で使える。
（質問者 E）　私もクレジットのことを聞きたいと思っていたのだが、東南アジアの国では、クレジット
機能が発達すると消費の意欲がものすごく上がる。これは国民性の問題だと思う。それはアメリ
68
カでもそうであった。一方、信用の問題があり、クレジットで払ったがきちんと返してくれない
という問題は社会問題として発生するのではないかと思う。日本は終身雇用的な社会がベースに
あるので、わりと簡単にクレジットカードは発行されるが、アメリカではほとんどクレジットカー
ドは発行されない。アメリカでクレジットと言っているがあれはデビットカードだ。お金を預け
ている分でないと、使えないという社会である。
　そういったところに興味があり、東南アジア、特にカンボジアの場合、クレジットカードが発
行されるような社会になるだろうか。いまは持っていない人が多いように思うが、そうなったとき、
先生はいまのような問題についてはどのような予測をするのか。それが質問である。
（ンガウ・ペンホイ）　いまはほとんどの人はクレジットカードを持っていないと思う。高い収入があり、
安定した仕事に就いている人で持っている人はいるが、多くの人は持っていないと思う。クレジッ
トカードが発行されるかどうかということだが、信用の問題なので、どういうふうになるかはわ
からないが、もし払えなくなったらどうするのかということを考えると、その人が働いている会
社が保証するぐらいではないとカンボジアは信用できるような社会構造ではないと思う。あるい
は、クレジットではなく、デビットのほうが先に普及するのではないかという印象だ。
